
団体名： 犬山商工会議所

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 217.0 ％） （達成度 170.0 ％） Ａ Ａ 下げる 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 111.5 ％） （達成度 98.7 ％） Ａ Ａ 下げる 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 16.7 ％） （達成度 154.6 ％） Ｂ Ａ 現行どおり 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 44.9 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 上げる 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 34.4 ％） （達成度 ％） Ａ Ｃ 廃止

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｄ Ｂ 廃止

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 23.8 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｄ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 － ％） （達成度 ％） － － 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

－ － 変更する

今後の展開・改善点等

〇

〇

〇

事業執行体制の見
直しにより総務課
に移行

資質向上研修の内
容を充実させると
ともに、受講者数
を増加させる。
女性会事業につい
ては、新型コロナ
ウイルス感染症に
配慮し、事業の効
率化を図る。

十分、記帳能力が
ついた事業所につ
いて、卒業を促
す。新規に記帳対
象者を募集する。

法改正の普及等受
講者の増加を目指
す内容を検討す
る。

地域振興事業

商店街や個店が衰退してい
くなか、地域の特長を生か
した活性化を図るべく、
国・県・市等の補助事業を
活用し、各地の商業者が中
心となって地元住民と一緒
になって地域を活性化する
取り組みを支援する。

事業参加者数　羽黒げんき
事業０人（事業中止）　栗
栖・継鹿尾を元気にする会
事業　０人

小規模事業者

指標

事業参加者数
今後も自主運営に
向けての指導を継
続する。
栗栖・継鹿尾を元
気にする会事業は
廃止する。

1,229
実績
数値

－
目標
数値

指標

新型コロナウイルス感染
症によりすべて中止。

総
合
評
価実績

数値

今後も各商談会の
フォローアップま
で行う。

新型コロ
ナウイル
ス感染症
により一
部事業中
止

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

新型コロ
ナウイル
ス感染症
による中
止のため
評価なし

－

実
施
側
の

事
業
評
価

商談会事業

各種の商談会やビジネス
マッチング事業へ積極的に
参加して、企業交流の場を
提供することにより、新た
なビジネスパートナーの発
掘をし、ビジネスチャンス
の拡大を目指す。

商談会等ビジネスマッチン
グ事業参加事業所数　尾張
地区商談会０件（事業中
止）　アライアンスパート
ナー発掘市５件、メッセナ
ゴヤ０件（事業中止）　多
治見ビジネスマッチング０
件（事業中止）　ビジネス
フェアー０件（事業中止）

中小・小規模
事業者

指標

事業参加者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

指標

青年部事業参加者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標
数値

21
実績
数値

5
目標
数値

指標

新型コロナウイルス感染
症によりアライアンス
パートナーのみの実施。
新たなビジネスパート
ナーを発掘し面談するこ
とにより、企業ＰＲ、新
企業との取引開始、共同
研究、新分野進出につな
がった。

実績
数値

目標
数値

新型コロ
ナウイル
ス感染症
により一
部事業縮
小

目標
数値

122
実績
数値

42
目標
数値

指標

犬山ドッグの定義づけ、
基本仕様（米粉１００％
仕様、グリテンフリー）
を確認、当地域でとれる
米粉パンの開発を図っ
た。

総
合
評
価

Ｃ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事業参加者数

観光振興事業

当地域は、地元を代表する
特産品や名物料理がなく、
地域の地元食材を使った特
産品や地元グルメ料理を開
発する。また、犬山の名物
と呼べる商品を推奨し、地
域の活性化と観光振興につ
なげる。

・実行委員会参加者数１４
人　・犬山ドック取扱店数
１４店　・その他事業「桃
太郎、いざ出発！！」（犬
山市内の小中学校に桃太郎
人形を巡回展示）１４校+図
書館への展示

小規模事業者

指標

若手後継者育成事
業

将来の地元経済を担ってい
く若手経営者、後継者や女
性経営者等の資質向上を目
指して育成支援を行い、地
域の振興活性化につなげ
る。

青年部事業参加者数２８０
人（内若手後継者育成事業
２５人）、女性会事業参加
者数０人（内若手後継者等
育成事業０人）（事業中
止）

小規模事業者

新型コロ
ナウイル
ス感染症
により一
部事業中
止

目標
数値

623
実績
数値

280
目標
数値

指標

女性会事業参加者数
新型コロナウイルス感染
症により事業縮小を余儀
なくされた。経営に関す
る研修や会員間の交流・
他団体との交流を通じて
の情報交換により、経営
革新やビジネスの拡大に
つながった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果目標

数値
12

実績
数値

2
目標
数値

152

個別講習会 環境・人材育成・経済問
題などのセミナーを通し
て、各企業の経営体質改
善につながった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
235

巡回・窓口相談指
導事業

市内の大半を占める小規模
事業者の経営基盤の強化安
定を図るため、各種相談、
講習会等の経営情報提供を
行なうとともに、未指導企
業の巡回を積極的に実施
し、意欲と可能性のある企
業の経営改善を支援するこ
とにより、商工業の活性化
を目指す。

・巡回窓口指導実件数６７
２社・巡回窓口延件数２，
２９１社（経営指導員3人＋
補助員2人）・課題解決提案
件数５１件（経営指導員3
人）　・経営革新承認件数
９件

記帳継続指導事業 小規模事業者

指標

指導延回数

指標

指導対象者数

講習会開催事業

地区内の小規模事業者に対
して、経営改善に必要な個
別講習事業及び集団講習事
業を行い、経営の資質向上
につなげる。

講習会開催回数及び受講者
数　集団参加人数１回２人
（経営革新セミナー）　個
別２２回１２８人＋市補助
個別相談７４回１０７人
計２３５人

小規模事業者

指標

目標
数値

936
実績
数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

小規模事業者のき
め細かい相談指導
を行うため及び経
営計画書策定支援
につなげる。

・指導対象者数７７人
・指導延日数３６９日
・指導延回数１,０４４回

指標

実
施
側
の

事
業
評
価

1,044
目標
数値

78
実績
数値

77

小規模事業者に対して記
帳指導を行うことによ
り、計数的に企業の経営
内容を把握し、経営力強
化につながり、経営の安
定が見込まれる。

総
合
評
価

Ａ

集団講習会

経営改善普及事業に一環と
して、小規模事業者の自主
記帳体制を支援するため、
記帳担当者の指導により、
日々の記帳から決算確定申
告まで一貫した指導を実施
し、記帳を通じて、事業主
等が経営内容を把握し、経
営改善することにつなげ
る。

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数
小規模事業者に対して各
種施策普及や経営改善指
導を行うことにより、企
業の経営力強化につなが
り、経営の安定が見込ま
れる。

実績
数値

512,291
目標
数値

1,056
実績
数値

目標
数値

30

　２０２０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 犬山商工会議所

得られた効果 備考今後の展開・改善点等
事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績

主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価

　２０２０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 1.6 ％） （達成度 14.0 ％） Ａ Ｂ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｄ Ｂ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 37.1 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｄ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 28.6 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｄ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 110.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

〇

〇

目標
数値

809

部会・委員会事業

中小・小規模事業者の商工
業者の活性化のために、業
種ごとの部会で、その部会
員が営んでいる事業の改善
発達と部会員相互の連携協
力につながる事業を実施す
ることにより、商工業の活
性化に寄与する。

事業参加者数及び会議参加
者数　部会事業等参加者数
１３人（商業０人、工業０
人、建設業０人、サービス
業１３人、理財金融業０
人）　委員会事業等参加者
数９６人（中小企業０人、
街づくり０人、地域開発０
人、国際９人、小規模企業
振興委員会８７人）

中小・小規模
事業者

指標

部会事業等参加者数

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

96

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も参加者の増
加を目指す内容の
企画立案をする。
目標を各会開催回
数に変更する。

新型コロ
ナウイル
ス感染症
により一
部事業中
止

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

各団体が行う総会
等へ会議所が行う
経営改善普及事業
のパンフレット等
を配布し、施策の
浸透を深める。

新型コロ
ナウイル
ス感染症
により一
部事業中
止

目標
数値

620
実績
数値

230
目標
数値

指標

新型コロナウイルス感染
症により、各団体の事業
が多数中止となった。会
議所と各委託団体との連
携強化と各団体会員への
経営改善普及事業のＰＲ
ができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

産業団体等指導事
業

商業団体から事務委託を受
けて、それぞれの団体と連
携を取って商工業者等の活
性化のための事業や運営の
支援を行う。また、犬山ま
ちづくり(株)の支援を行
う。

事業参加者数及び会議等参
加者数　犬山ニュータウン
商店街０人　犬山ＰＨＰ経
営を考える会５９人　犬山
まちづくり（株）支援延回
数２２回　青年部OB会１１
人　小牧法人会犬山支部支
援延回数１３８回

小規模事業者

指標

事業及び会議参加者数

実績
数値

13
目標
数値

685

指標

委員会事業等参加者数
新型コロナウイルス感染
症により大部分中止。
サービス業部会のおうち
でごはんプロジェクトは
好評で、コロナ禍におい
て飲食業者の知名度と売
上向上につながった。そ
の他会議、講演会、懇談
会、視察研修会、ＰＲ事
業を行うことにより、商
工業の活性化につながっ
た。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

小規模事業者の人
材確保につなげる
ため、求職者の参
加者数の増加を図
る工夫を行う。
目標を事業実施回
数に変更する。

新型コロ
ナウイル
ス感染症
により一
部事業中
止

目標
数値

21
実績
数値

6
目標
数値

実績
数値

人材確保事業

他商工会議所や近隣の大学
等と連携して、中小企業の
人材確保を目的に市内小規
模事業者等の支援を行う。

就職フェアー（中部大学０
社、名古屋経済大学０社、
尾張５市商工会議所２回６
社））

中小・小規模
事業者

指標

事業及び会議参加者数

指標

若年求職者の職業選択や
就職に関する知識・能力
の向上及び企業の人材確
保につながった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

支援に繋がるセミ
ナーを開催し受講
者から経営計画書
策定事業者を絞り
込み、経営計画書
策定につなげる。
その後フォロー
アップを充実させ
経営力強化につな
げる。
目標を「講習会延
開催回数」、「支
出向上事業実施回
数」に変更する。

目標
数値

180
実績
数値

198
目標
数値

実績
数値

経営発達支援事業

自立的経営ができる小規模
事業者の育成、地域経済を
支え得る小規模事業者の数
の増加、交流人口の増加を
背景とした消費需要の拡
大、小規模事業に対するカ
スタムメイド支援体制の構
築

計画作成を促進するための
セミナー動画撮影と配信
（６４人）、創業セミナー
（１４人）、経営分析支援
事業「わん！ストップ、
丸っと解決相談所」（１１
５人）、支援計画評価委員
会（５人） 小規模事業者

指標

事業及び会議参加者数

指標

コロナ禍において小規模
事業者の経営計画書を策
定するにあたり、経営計
画策定セミナーや専門家
による個別相談を実施し
たことにより、経営計画
に基づく計画的な経営が
でき、売上・付加価値の
増加、現状維持につな
がったと思われる。

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


